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研究成果の概要（和文）：看護学生は、教えてくれる、話しかけやすいなどの特徴が、助産学生は、教えてくれ
る、話しやすい、気にかけてもらえるなどの特徴が、新人助産師は、話しかけやすい、（適切な）コメント、笑
顔などの特徴があるとき、助産師をよい指導者とみなしていた。
また、「なぜそのように行動したのか」根拠を尋ねる、「学んだこと」を確認するという教育スキルが発揮され
ていること、業務が重なった場合でも冷静に対応する、学生や新人に対して共感的態度を示す、誰とでも気さく
に話をするといった態度や人柄だけでなく、職場での出来事を助産師同士で話すことを習慣的に行っていること
が、よい指導者の臨床指導実践能力として重要であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：For the nursing students, they see the clinical midwives (hereafter, CMs as 
the competent clinical educators (hereafter, CCEs) when CMs teach them and talk to them frankly. 
Otherwise, the midwives students see the CMs as the CCEs when they teach them, be able to tolk to 
and concern about them. Moreover, newly licensed midwves  see the CMs as the CCEs when they are able
 to talk to easily, give them appropriate advices and show them smille. Additionally, it is 
clarified that the CMs have the following tendencies at the clinical placement when they are 
evaluated as the CCEs: 1)asking a new midwife (it refer to a nursing student, a midwifery student 
and a midwife licesed within the past year) the reasons "why she practiced that way", 2)identifying
 "what the new midwife has learned", 3)showing an empathetic attitude toward new midwives, 4)having 
a friendly conversation with anybody, 5)talk with their collegues about circumstances experienced at
 the clinical @lacement. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
優れた助産師の育成においては、優れた臨床指導実践能力を有する助産師、すなわち、助産を教えることに長け
た指導者の存在意義は大きい。本研究成果は、臨床の場においてこれまで指導を受けていた経験のある立場か
ら、”よい指導者”といえる助産師の特徴や、助産師が”優れた指導者”と評価される際に不可欠な要素を明ら
かにし、系統的に示したものである。助産の実践の場においては、臨床経験3年目より指導者役割を担うことが
多く、実践との両立の難しさも加わり、どのように臨床指導してよいか戸惑う若手指導者が多い。本研究成果
は、臨床指導に戸惑う若手助産師に対して、その具体的実践方法などを示す基礎的資料を示すものといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国では、産科医療の高度複雑化と産科医師不足により、優れた実践能力を有する助産師の

輩出が長年の課題である。海外においても、優れた実践能力を有する助産師の育成を喫緊の課題
としている国が多数存在し、WHO(2013; 2015)は、産科医療の現において優れた実践能力を有
する助産師を確保するためには、優れた教育者を育成し、助産師教育の質を担保することが重要
であると繰り返し明言している。 
しかしながら、臨床指導者の質が、学生や新人が将来どのような専門職になるかということに

大きな影響を与えるといわれている一方で、例えば臨床教育システムの１つに mentorship を取
り入れている欧米諸国では、臨床指導を任される助産師が抱える困難や問題点が数多く報告さ
れ、臨床指導を任された助産師が皆、その役割と責任を遂行できるための教育やトレーニング、
組織的なサポートが必要であることが提言されている(Hishinuma et al., 2015)。国内では申請
者が(菱沼,2010)、分娩介助実習に習慣的に取り入れられてきた「振り返り」が、助産学生や新人
助産師（以下、若手助産師とする）の教育に効果的な教授-学習方法であることを示したが、そ
の展開方法が助産師ひとりひとりの裁量に任され共通した方法論がないこと、臨床指導経験の
浅い助産師には浸透しておらず、どのように臨床指導してよいか戸惑いを抱き、自信のないまま
に臨床指導の役割に就いていることを論じている。 
こうした状況を問題視した Hishinuma et al.(2015)は、国内の助産師を対象とした質問紙調査に
より、臨床指導者の能力が、専門家としてのコンピテンシー（Competency as a professional）、 
教育者としてのコンピテンシー（Competency as an educator）、（臨床指導者としての）個人特
性（Personal characteristics）という 3 つの側面から規定されることを明らかにした（Fig.1）。
しかしながら、こうしたことが明らかにされた一方で、臨床現場においては、産科医療の高度複
雑化が加速する現状があり、特に分娩進行中の母児の安全を優先すべき状況では、若手指導者が
若手助産師の教育に対する責任を重ねて背負うことへの負担は決して軽くない。国内では、臨床
経験臨床経験 3～4 年目を迎えると臨床指導者になることが多いが、この時期は、多くは独りで
分娩介助を任せられる時期であるとはいえ、母児の安全性を守ることと、若手助産師に質の高い
教育（臨床指導）を提供することを同時並行で行っていくことは、決して容易ではないと言える。
それ故に、臨床指導者であることへの負担感や嫌悪感、臨床指導を行う上での困難や問題を訴え
る助産師も、数多く存在する現状がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、『若手助産師と臨床指導者がともに成長し合える臨床環境づくり』を目指し、『若手
指導者のための臨床指導ガイド（＊）の開発』を行うため、臨床指導の受け手である若手助産師
（看護学生、助産学生、新人助産師）の視座から、彼女（彼）らが望む臨床指導のあり方等を明
らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究に同意の得られた看護師養成機関および助産師養成機関を対象に、「臨床指導者に期待
すること」「優れた臨床指導者（またはよい指導者）と思える助産師の特徴」をテーマにインタ
ビュー調査を行った。また、結果の妥当性を検討するため、助産師を対象として質問紙調査（日
頃の助産実践を振り返り、専門家としてのコンピテンシー・教育者としてのコンピテンシー・（臨
床指導者としての）個人特性に関する自己評価の再分析を行い、“優れた臨床指導者”あるいは
“良い指導者”（以下、“よい指導者”）に特徴的な臨床指導実践能力をより具体化した。 
 
 
４．研究成果 
 1) インタビューからみられた“よい指導者”の特徴 
 国内 3 つの看護師または助産師養成機関から協力が得られ、看護学生 10 名、助産学生 17 名
から協力が得られた。また、養成機関終了後にインタビューを行うことに同意が得られた助産学
生 10 名については、就職後にインタビューを行った。インタビューデータは、逐語録に起こし、
“優れた臨床指導者”あるいは“よい指導者”の特徴について語られた部分を抽出したのち、さ
らにデータクリーンおよび整形を行い、Text Mining Studio 6.3.0を使用して分析した。 
 本結果では、「いる」「言う」「聞く」「教える」「考える」といった、コミュニケーションの取
り方や、教育技術に関する動詞によって、“よい指導者”の特徴の多くが語られており（図 1）、
どのようなことが「できる」（可能）、どのようなことが「しやすい」（容易）指導者が、看護学
生や助産学生、新人助産師にとって“よい指導者”となり得るのかを明らかにするため、これら
と共起する名詞・動詞・形容詞・形容動詞をあきらかにした（図 2）。 

 その結果、「見る」(見られる)、「学ぶ」（学べる）、「見てもらう」(見てもらえる)、「やる」（や

りやすい）、「教える」(教えられる)といった特徴があるとき、指導者を“よい指導者”と特徴づ

けていた。また、看護学生・助産学生・新人助産師という属性ごとに、どのような特徴を“よい

指導者”と捉えているのかを明らかにした結果（図 3）、看護学生は「教えてくれる」ことを臨床

指導を行う助産師（以下、指導者）に期待し、「話しかけやすい」「笑顔」「配慮」といった特徴

があるとき、指導者を“よい指導者”特徴づけていた。また、助産学生は指導者に対して、「声



をかけてほしい」願望や期待を持っており、「教えてくれる」「話しやすい」「気にかけてもらえ

る」といった特徴があるとき、指導者を“よい指導者”と特徴づけていた。さらに新人助産師は、

「（適切な）コメント」や「笑顔」を指導者に期待し、「話かけやすい」という特徴がみられたと

き、指導者を“よい指導者”と特徴づけていた。 さらに「指導者」を係り受け語としたことば

ネットワーク図を作成した。その結果、「一緒」「配慮」「笑顔」「雰囲気」「フォロー」という名

詞の共起頻度が高く、看護学生や助産学生、新人助産師が、これらの観点から“よい指導者”の

特徴を語っていることが明らかとなった。また、「実習しやすい」「わかりやすい」「話しかけや

すい」「話しやすい」「質問しやすい」「教えるくれる」「気にかけてもらえる」とき、指導者を“よ

い指導者”ととらえ、「声をかえてほしい」という要望や期待も併せてもっていることが明らか

となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 係り元単語「指導者」における注目語頻度 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 係元単語「できる」「しやすい」における注目語単語 

 

 
図 3 「指導者」との共起単語：属性別頻度 



 
図 4 「指導者」を係り受け語としたことばネットワーク図 

 

2) 助産師の実践から捉えた“よい指導者”の特徴  

看護学生、助産学生、新人助産師のインタビューを質的に分析した結果の妥当性を検討するた

め、Hishinuma（2015b）による国内 148 施設の助産師 1004 名のデータを再分析した（菱沼他, 

2019）。 

探索的因子分析（主成分分析、プロマックス回転）を行い、「成分負荷量 0.6 以上」であるこ

とを条件に項目を精選した。固有値 1 以上を有する 5因子と 24項目が抽出された。このとき、

「過去を振り返って、その時の自分の気持ちを人にわかりやすく伝えることができる」は、第Ⅴ

因子への負荷量が 0.450 であったが、その重要性から、“よい指導者”の特徴に含めることとし

た（表 1）。その結果、「なぜそのように行動したのか」根拠を尋ねたり、「学んだこと」を確認す

るといった教育スキルを発揮すること、業務が重なった場合でも冷静に対応することが、指導者

が“よい指導者”であることを特徴づけることが明らかとなった。 

この時、探索的因子分析により抽出した 25 項目により確証的因子分析を行った結果（図 5）、

“よい指導者”に特徴的な助産師の臨床指導実践は、３つの概念と 5 つの下位概念による二次因

子構造を有するものとしての妥当性が、統計学的に概ね支持された。 

 

表 1 臨床助産師の指導力を問う 25項目―探索的因子分析の結果 

 



 
図 5 臨床助産師の指導力を問う 25項目による二次因子モデル：共分散構造分析（確証的因子分

析の結果 

 

３）若手指導者を育む臨床指導ガイド 

以上の結果から、看護学生・助産学生・新人助産師を対象に臨床指導者役割を担う若手指導者

を対象とした臨床指導ガイドの構成として、「専門家としてコンピテンシー」を培うための方略、

「教育者としてコンピテンシー」を培うための方略、「パーソナリティ特性」を培うための方略

に大別し、専門家としての助産実践のあり方や、教育者として発揮することが期待される教育ス

キルを具体的に、看護学生・助産学生・新人助産師の立場から具体的に示す必要性が示された。

また、臨床指導者として望ましいパーソナリティ特性を具体的に示すことで、看護学生・助産学

生・新人助産師が実習あるいは実践しやく、退職しにくい職場風土づくりの方向性を示すことが

できた。 
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